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参加団体（組） 55
収集量
（㎏）

可燃 210

不燃 530

参加人数（人） 1,241 粗大 260

令和７年４月19日（土）、緑と清流課主催多摩

川・浅川クリーン作戦を実施しました。クリーン

作戦は、多くの市民の方の参加を募り、行政と協

力して一級河川の清掃活動をおこなう大規模なイ

ベントです。今年は1,200人以上の方に参加いた

だき、多摩川並びに浅川の環境美化にご協力いた

だきました。

開会式では日野市長並びに京浜河川事務所長よ

り挨拶をいただきました。晴天にも恵まれクリー

ン作戦日和となりました。

日野市の一級河川を保全するためには、清掃活

動による環境美化は必要不可欠です。来年度も多

摩川・浅川クリーン作戦を実施したいと考えてい

ますので、その際はご参加宜しくお願い致します。

皆様にご協力いただき集められたごみの内訳は

次のとおりです。
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『あさかわ写真コンクール』は、八王子市と日野市との中央部を貫く浅川に、

良好な流域の水辺環境を創出し、心豊かなまちづくりを目指すため、両市の連

携事業として行っています。

皆様に支えられ、今年の開催で14回目を迎えることができました。四季折々

の浅川の姿を切り取った写真が応募され、毎年新たな浅川の魅力を発見できま

す。皆様からの浅川の魅力あふれる写真をお待ちしております。

募集要項は以下の通りです。

～しぜん・ひと・まち～

あさかわ写真コンクール

第14回 あさかわ写真
コンクール ポスター

第1４回

募募 集集 要要 項項

〈必要事項〉

①氏名（ふりがな） ②連絡先（住所、電話番号、メールアドレス） ③年齢

④コンクールを知ったきっかけ ⑤題名（ふりがな） ⑥撮影時期・場所

⑦作品への想い

※下線がひかれた項目は作品１点ごとに明記してください

※学生の方は学校名、学年も合わせてご記載ください

募集期間 2025年６月15日（日）～2025年８月15日（金）（必着）

対象範囲 浅川（北浅川）、南浅川 ※支流を除きます

応募条件 ・電子データでの提出（JPEG形式、5MB以内）※プリントした写真での応募はできません

・自分で撮影した作品であること

・未発表及び他に応募していない

・組み写真でないこと

・極端な補正、合成等の加工を行った作品でないこと

・撮影のため環境に人為的な加工をするなど、生きものや環境にダメージを与えずに撮った写

真であること

・カラー、モノクロの区分はありません

・スマートフォンで撮影したものも応募可能です

応募点数 一人３点まで

応募方法 必要事項を明記してご応募ください。

【応募方法１】応募フォームで応募

写真データ名を「作者氏名・作品名」に変更して、右の二次元コードより

必要事項を入力の上、ご応募ください

【応募方法２】CD-R等で応募

写真データの入ったCD-R等に、必要事項を記載したファイル等を添付して、応募先までお送

りください（持ち込みも可）

※クラウドサービス等の利用による提出は不可

応 募 先 1918686 日野市神明１丁目12番地の１

日野市緑と清流課 あさかわ写真コンクール担当 宛

メールアドレス seiryu＠city.hino.lg.jp

詳細な募集要項は、市のホームページで入手できます。その他、詳細は緑と清流課までお問い合わせください。
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浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅 川川川川川川川川川川川川川 流流流流流流流流流流流流流 域域域域域域域域域域域域域 連連連連連連連連連連連連 携携携携携携携携携携携携
日野市と八王子市を流れる「浅川」を流域単位としてとらえ、治水、利水、水質、水辺の保

全、活用をキーワードとして連携を図ることで良好な流域の水辺環境を創出し、心豊かな流域

のまちづくりを目指すことを目的としています。

事業初年度の平成23年11月６日に、八王子市学園都市センターで「浅川流域‘川の恵み’シ

ンポジウム」を開催し、当時の日野市長、八王子市長、両市の子どもたちにより「八王子市・

日野市流域連携共同提言」が出されました。

（自然）みんなで浅川の自然や景観を大切にして、未来につなげます

（ 人 ）人と人のふれあいの輪を広げ、ふるさとの浅川を育てます

（まち）浅川の魅力を活かして、元気なまちをつくります

八王子市・日野市流域連携共同提言

「川崎の干潟で遊ぼう！」の報告
みなさんは干潟で遊んだことはありますか？

干潟とは、海の水が引いたときに泥や砂が陸地となってあらわれる場所です。

川の水と海水が混ざり合う環境で、様々な生き物が暮らしています。

八王子市の子どもたちとルールを守って、安全に水遊びを楽しみながら、私たちの暮らしと水の関わり

や生きもののつながり、身近な水環境の大切さを学んだ様子をご報告いたします。

実実 施施 概概 要要

干潟で生き物探し 干潟の生き物についての講義

対 象 市内在住の小学３・４・５・６年生

日 程 6月14日（土）午前８時30分～午後４時頃

会 場 大師河原干潟館（川崎市）

参加人数 23名（日野市15名・八王子市８名）

〈イベントの様子〉
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市
で
は
、
「
日

野
市
み
ん
な
で

ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
毎

年
５
月
（
春
）

と

11月
（
秋
）

の
最
終
日
曜
日

を
「
市
内
を
み

ん
な
で
き
れ
い

に
す
る
日
」
と

し
て
い
ま
す
。

市
内
一
斉
清
掃
は
自
治
会
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

様
々
な
団
体
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
朝
早
く
か
ら
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
維
持
し
よ

う
と
、
積
極
的
に
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識

向
上
と
、
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
、
市
内
の
良
好
な
環
境
保
全
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

次
回
は
、
令
和
７
年

11月

30日
（
日
）
に
秋
の
市
内

一
斉
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
環
境
政
策
課
】

春春のの市市内内一一斉斉清清掃掃

令令和和７７年年度度

春春のの一一斉斉清清掃掃

参加団体（組） 311

参加人数（人） 約18,000

収集量
（㎏）

可燃 32,690

不燃 470

全国各地で水調査を行ってきた主な市民団体の代表者が集まって設立した「全国水環境マップ実行

委員会」が統一的なマニュアルを作成しました。これに基づき、平成16年から、毎年、世界環境デー

（６月５日）に最も近い日曜日を中心に、「身近な水環境の全国一斉調査」を市民団体と国土交通省が

協働して行っています。その調査結果をもとに「浅川流域市民フォーラム」が「浅川流域水質マップ」

を作成しています。こちらにも掲載しますのでご覧ください。（2024年度）

この取り組みに緑と清流課も参加して市内を流れる河川の水質を調査しています。パックテストで

CODの測定を行いました。この調査はどなたでも参加可能となります。詳細は身近な水環境の一斉

調査のホームページよりご確認ください。

https://www.japan-mizumap.org/index.htm

「「身身近近なな水水環環境境のの全全国国一一斉斉調調査査」」にに参参加加ししままししたた



日
野
市
は
、
令
和
５
年
度
に
開

催
し
た
日
野
市
気
候
市
民
会
議
の

提
言
を
踏
ま
え
「
気
候
変
動
対
策

施
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

行
政
・
市
民
・
事
業
者
な
ど
が
日

野
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
達
成
に
向
け
た
方
針
を
記
し
た

も
の
で
、
取
り
組
み
の
方
向
性
か

ら
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
方
向
性
に
基
づ
く
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
「
気
候
市
民
会
議

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
と
「
気
候
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
気
候
市
民
会
議
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

日
野
市
・
多
摩
市
の
気
候
市

民
会
議
の
参
加
者
を
中
心
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
持
ち
寄
り
、

地
域
を
超
え
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
し
合
う
「
気
候
市
民
会

議
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
を
令
和
７
年
１

月
11日

に
開
催
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
は
、
猛
暑
日
の
増
加
、

サ
ン
ゴ
の
白
化
、
極
端
な
雨
の
降

り
方
な
ど
様
々
な
分
野
に
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
欠
か
せ
ず
、

そ
の
た
め
に
は
地
域
を
超
え
た
連

携
が
重
要
で
す
。

会
議
で
は
「
モ
ノ
（
生
産
・
消

費
）」「
モ
ノ
（
ご
み
・
資
源
循
環
）」

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、

30の

ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
一
部

に
は
、
「
日
野
市
・
多
摩
市
の
共

通
資
源
で
あ
る
「
川
」
を
活
か
し

て
散
歩
道
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
つ

く
る
」、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

両
市
の
市
民
で
市
の
施
設
に
設
置

す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
は
今
後
の
気

候
変
動
対
策
へ
活
用
す
る
予
定
で

す
。

■
気
候
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
会
議

日
野
市
・
多
摩
市
・
府
中
市

の
二
十
代
以
下
の
若
年
層
を
中

心
に
、
気
候
変
動
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
若
者
同
士
で

話
し
合
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る

「
気
候
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
会
議
」
を

令
和
７
年
３
月
９
日
・

16日
に

開
催
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
の
問
題
は
、
将
来
世

代
が
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

世
界
規
模
の
問
題
で
す
。

世
界
で
は
、
若
者
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
が
地
域
や
国
を
動
か
す
き
っ
か

け
と
な
っ
て
お
り
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
摩
地

域
で
も
、
若
者
の
声
を
踏
ま
え
た

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
気
候

変
動
対
策
に
取
り
組
む
若
者
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

会
議
で
は
、
講
師
を
招
い
て

「
若
者
が
気
候
変
動
対
策
に
取
り

組
む
理
由
」
や
「
企
画
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
学
び
、
気

候
変
動
へ
の
対
策
と
し
て
で
き
る

こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
考
え
ま
し
た
。
自
分
ひ

と
り
で
で
き
る
こ
と
「
ひ
と
り
ク

エ
ス
ト
」
、
誰
か
と
・
み
ん
な
で

協
力
し
な
い
と
ク
リ
ア
で
き
な
い

こ
と
「
コ
ラ
ボ
ク
エ
ス
ト
」
の
二

つ
を
考
え
、
成
果
と
し
て

118の
ク

エ
ス
ト
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ク
エ
ス
ト
の
一
部
に
は
、「
様
々

な
媒
体
で
気
候
変
動
に
つ
い
て
発

信
す
る
」、「
環
境
に
関
す
る
会
議

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
増
や
す
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
若
い
世
代
を
中
心
と
し

た
環
境
に
関
す
る
会
議
の
場
等
を

提
供
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
活
動

を
後
押
し
し
て
い
く
予
定
で
す
。

気
候
市
民
会
議
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
、
気

候
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
会
議
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
日
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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春の

「身
取取
りり
組組
みみ
のの
輪輪
をを
広広
げげ
るる

～～
気気
候候

変変
動動
対対
策策
のの
広広
域域
化化
～～

気候変動対策施策ロードマップ
プロジェクト一覧

気候市民会議NEXTの様子

気候市民会議NEXTのテーマ

気候YOUTH会議の様子

気候市民会議NEXTHP

気候YOUTH会議HP



●
南
広
間
地
公
園

（
街
区
公
園

191）

所
在
地

：

大
字
日
野

315番
５
／
面

積

：

189㎡
／
開
園
日

：

平
成

22年

４
月

30日

こ
の
地
域
は
、
小
字
名
（
こ
あ

ざ
め
い
）
を
「
南
広
間
地
（
み
な

み
ひ
ろ
ま
ち
）
」
と
い
い
ま
す
。

大
字
宮
（
お
お
あ
ざ
み
や
）
地

区
の
北
部
一
帯
を
北
広
間
地
、
南

部
一
帯
を
南
広
間
地
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
、
古
墳

時
代
（
４
～
５
世
紀
）
、
多
摩
川

や
浅
川
の
河
川
敷
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
地
域
で
す
。

「
ま
ち
」
と
は
、
一
定
の
区
画

を
示
す
用
語
で
、
隣
接
地
に
「
藺

沼
（
い
ぬ
ま
）
」
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
低
湿
地
帯
ま
た
は
荒
地
を

開
拓
し
た
名
残
の
名
称
で
、
言
い

換
え
る
と
「
北
の
大
区
画
」
「
南

の
大
区
画
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
公
園
の
北
東

側
約

300ｍ
の
と
こ
ろ
に
は
、
縄
文

時
代
の
遺
構
が
多
数
出
土
し
て
い

ま
す
。

●
時
計
公
園

（
街
区
公
園

203）

所
在
地

：

大
字
日
野

320番

184／

面
積

：

１
、７
９
８
㎡
／
開
園
日

：

平
成

31年
４
月
１
日

日
野
町
（
現
日
野
市
）
で
は

昭
和

11（
１
９
３
６
）
年
か
ら
同

15年
に
か
け
て
、
当
時
の
町
長
の

主
導
に
よ
り
５
社
の
大
規
模
な
工

場
を
誘
致
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
１
社
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
ト
時
計

㈱
の
前
身
の
㈱
吉
田
時
計
店
の
直

属
腕
時
計
工
場
が
昭
和

11年
に
こ

の
地
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
社
名
の
変
更
や
統
合
を
経
て
、

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
日
野
事
業

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28

（
２
０
１
６
）
年
ま
で
こ
の
公
園

の
場
所
に
同
社
の
体
育
館
が
建
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

清流ｎｅｗｓ ２０２５年７月１日 （6）

公
園
名

の

由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用することを固く禁じます。

か
つ
て
東
京
穀
倉
地
帯
と
呼
ば
れ
た
日
野
市
に
は
、
江
戸
時
代

に
多
摩
川
・
浅
川
か
ら
ひ
か
れ
た
農
業
用
水
路
が
今
も
市
内
を
網

の
目
の
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
水
路
の
総
延
長
は

116キ

ロ
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
数
多
く
の

湧
水
が
湧
い
て
い
る
な
ど
た
い
へ
ん
水
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
次
世
代
に
伝
え

る
た
め
、
清
掃
・
維
持
作
業
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
水
へ
の
関
心
も
非
常
に
高
く
、
多
く

の
方
が
身
の
回
り
の
水
辺
を
自
ら
清
掃
・
維
持
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
水
辺
維
持
の
活
動
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
を
少
し
で
も
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
生
ま
れ
た

の
が
「
日
野
用
水
守
制
度
」
で
す
。
「
用
水
守
制
度
」
は
日
ご
ろ

活
動
を
す
る
範
囲
を
決
め
、
あ
ら
か
じ
め
「
用
水
守
」
と
し
て
登

録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万
一
の
事
故
に
備
え
た
、
市
民
総
合
賠
償

補
償
保
険
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
で
協
力
し
て
良
好
な
水

辺
の
環
境
を
維
持
管
理
・
保
全
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

現
在
、

250名
以
上
の
方
が
、
用
水
守
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
登
録
は
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
自
治
会
・
企
業
な
ど
多
く
の

方
々
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

用
水

守
募

集

日
野
市
緑
と
清
流
課
で
は
、
「
用
水
守
」

と
し
て
市
内
の
用
水
路
の
清
掃
活
動
を
お
こ

な
っ
て
下
さ
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。



清流ｎｅｗｓ ２０２５年７月１日（7）

由由
来来

奥からの流れが日野用水。水量を調整してい
た水門は現存しています

現在の様子。谷地川の流路変更に伴って日野
用水改修記念碑は移設されています

参
考

碑
文

日
野
の
耕
地
は
古
来
日
野
三
千
石
と
称
さ
れ
米
穀
の
産
額
周
囲
の
町
村
に

比
し
て
抽
で
る
も
の
が
あ
り
そ
の
灌
漑
用
水
は
多
摩
川
の
清
流
を
引
用
し

た
然
る
と
こ
ろ
近
年
東
京
都
水
道
及
び
土
木
建
設
の
増
大
に
従
い
砂
礫
の

採
取
多
大
な
も
の
が
あ
り
多
摩
川
河
敷
の
低
下
と
な
り
日
野
農
業
用
水
の

取
水
年
々
に
困
難
を
来
た
し
米
穀
の
生
産
に
悪
影
響
を
来
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
之
が
恒
久
的
施
設
を
な
す
の
要
切
実
な
る
も
の
あ
る
を
感
じ
地
元
組
合

員
関
係
者
相
謀
り
用
水
路
の
改
善
を
企
画
し
国
庫
補
助
を
得
都
営
改
修
事

業
と
し
て
昭
和
二
十
九
年
起
工
し
た
即
ち
八
高
線
上
流
三
百
米
に
於
い
て

多
摩
川
横
断
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
百
九
十
米
の
大
堰
堤
を
築
造
し
導
水

路
に
流
入
す
る
の
幹
線
を
設
け
た
そ
の
経
費
実
に
七
千
八
百
萬
園
を
費
し

８
ヶ
年
の
歳
月
を
要
し
た
更
に
谷
地
川
用
水
の
石
川
堰
も
年
々
破
壊
流
失

す
る
に
由
り
都
の
補
助
金
を
得
昭
和
四
十
年
度
に
之
が
完
成
を
告
げ
工
事

費
六
百
八
十
萬
園
を
要
し
た
以
上
多
年
に
亘
る
努
力
は
真
に
容
易
な
ら
ざ

る
も
の
が
あ
る
茲
に
碑
石
に
刻
ん
で
記
念
す
る
も
の
と
す
る

昭
和
四
十
三
年
二
月
吉
日
之
建
田
中
清
一
書

昨
年
は
日
野
市
市
制

60年
で
し
た
。「
日
野
市
」

が
誕
生
し
た
こ
ろ
、
多
摩
川
、
浅
川
沿
い
の
低
地

は
水
田
地
帯
、
今
の
季
節
だ
と
田
ん
ぼ
の
緑
が
広

が
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

何
百
年
も
続
け
ら
れ
て
き
た
「
農
」
を
中
心
と
し

た
営
み
と
風
景
は
、
こ
の

60年
で
宅
地
へ
と
激
変

を
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

稲
作
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
農
業
用
水
路
。

市
内
に
は
現
在
で
も

100㎞
あ
ま
り
の
用
水
路
が
あ

り
、
そ
の
中
で
も
多
摩
川
か
ら
取
水
し
て
い
る

「
日
野
用
水
」
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代

前
、
ま
だ
日
野
地
域
が
北
条
氏
の
支
配
だ
っ
た
頃

の
こ
と
で
す
。
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、
下
流

域
の
様
相
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
水
路

を
上
流
へ
と
向
か
う
と
、
日
野
駅
か
ら
ほ
ど
近
い

場
所
に
は
ま
と
ま
っ
た
水
田
が
あ
り
、
さ
ら
に
た

ど
る
と
こ
ん
な
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。

「
日
野
用
水
改
修
記
念
碑
」
で
す
。

「
日
野
の
耕
地
は
古
来
日
野
三
千
石
と
称
さ
れ

米
穀
の
産
額
周
囲
の
町
村
に
比
し
て
抽
で
る
も
の

が
あ
り
…
」
と
始
ま
る
碑
文
は
、
か
い
つ
ま
め
ば
、

戦
後
東
京
の
人
口
増
大
に
伴
っ
て
、
多
摩
川
か
ら

の
取
水
が
難
し
く
な
り
、
米
の
生
産
に
支
障
を
き

た
し
て
き
た
の
で
、
昭
和

29年
か
ら
都
合

10年
以

上
の
年
月
と
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
多
摩
川
を
横

断
す
る
大
堤
防
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
日
野
用
水

と
谷
地
川
の
合
流
部
も
作
り
直
し
た
と
い
う
内
容

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
す

べ
て
の
事
業
が
完
成
し
た
後
の
昭
和

43年
、
工
事

の
間
に
日
野
は
町
か
ら
市
へ
と
変
わ
っ
て
お
り
、

裏
面
に
は
建
設
時
に
関
わ
っ
た
日
野
最
後
の
町
長
、

初
代
市
長
、
２
代
目
市
長
の
名
前
、
用
水
を
使
用

し
て
い
た
地
区
と
そ
の
人
数
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
、
日
野
用
水
に
流
れ
る
水
は
、
昭
島
と
八
王

子
に
あ
る
水
再
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
処
理
水
排
水

路
よ
り
上
流
か
ら
取
水
さ
れ
て
お
り
、
文
字
ど
お

り
の
清
流
で
す
。

こ
の
碑
か
ら
清
流
が
育
て
た
稲
、
用
水
が
も
た

ら
し
た
富
が
育
ん
で
き
た
日
野
の
あ
ゆ
み
、
を
改

め
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
小
宮
バ
ス
停
下
車
徒
歩
３
分

石
川
堰
脇

昭和40年代。８㎜フィルムに残されていた日野用水
改修記念碑。石川堰の脇に立っていた。左から谷地川
が合流しています

改改日日

修修野野

記記用用

念念水水

碑碑



お
寺
や
公
園
の
池
、
河
川
の
岸

辺
な
ど
で
、
水
か
ら
上
が
っ
て
の

ん
び
り
日
光
浴
を
す
る
カ
メ
た
ち
。

の
ど
か
な
風
景
で
す
が
、
よ
く
探

す
と
そ
の
中
に
は
何
種
類
か
の
カ

メ
た
ち
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
身
近
に
見
ら
れ
る
カ
メ
た
ち

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ど
こ
で
も
増
え
る
た
く
ま
し
さ

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

カ
メ
と
言
わ
れ
て
ま
ず
思
い
浮

か
ぶ
の
が
、
こ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

名
前
の
通
り
首
の
脇
に
赤
い
模
様

が
あ
り
ま
す
（
大
型
の
雄
は
黒
化

し
目
立
た
な
い
）
。
ア
メ
リ
カ
原

産
の
外
来
種
で
す
が
、
子
亀
は
ミ

ド
リ
ガ
メ
と
呼
ば
れ
、
ペ
ッ
ト
と

し
て
大
人
気
に
。
し
か
し
成
長
が

早
く
寿
命
も
長
い
こ
と
か
ら
、
捨

て
ら
れ
た
り
逃
げ
出
し
た
り
し
て

各
地
へ
広
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
条
件
付
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
、
販
売
や
野
外
へ
の
放

出
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
臭
い
か
ら
ク
サ
ガ
メ
…

背
中
に
３
本
の
隆
起
が
あ
る
の

が
特
徴
で
、
捕
ま
え
る
と
身
を
守

る
た
め
に
足
の
付
け
根
か
ら
独
特

の
臭
い
匂
い
を
出
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
「
臭
亀
」
と
い
う
ち
ょ
っ

と
か
わ
い
そ
う
な
名
前
が
付
け
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は

日
本
の
在
来
種
だ
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
江

戸
時
代
以
降
に
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
た
外
来
種
の
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
在
来
種
の
イ
シ

ガ
メ
と
交
雑
し
て
し
ま
う
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
数
少
な
い
在
来
種

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ

都
内
で
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
も
個
体
数

は
か
な
り
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

背
中
の
隆
起
は
１
本
で
、
甲
羅
の

後
ろ
の
縁
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
ま

す
。
他
の
カ
メ
と
比
べ
、
黒
く
大

き
な
瞳
が
可
愛
い
で
す
。

●
水
中
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

ス
ッ
ポ
ン

平
べ
っ
た
い
体
に
柔
ら
か
い
皮

膚
に
覆
わ
れ
た
甲
羅
、
鼻
先
が
突

き
出
た
顔
や
長
く
伸
び
る
首
な
ど
、

カ
メ
の
中
で
も
特
異
な
姿
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
水
中

生
活
に
特
化
す
る
た
め
。
ほ
と
ん

ど
の
時
間
を
水
中
で
過
ご
し
警
戒

心
も
強
い
た
め
、
他
の
カ
メ
よ
り

も
日
光
浴
を
す
る
姿
を
見
る
機
会

は
少
な
い
で
す
。
こ
ち
ら
も
都
内

で
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
お
す
す
め
カ
メ
ス
ポ
ッ
ト

多
く
の
カ
メ
は
、
川
の
淀
み
や

池
な
ど
流
れ
が
穏
や
か
な
場
所
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
水
中
に
い
る

カ
メ
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
の

で
、
晴
れ
た
日
に
岸
辺
で
日
光
浴

を
し
て
い
る
の
を
探
す
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。
特
に
大
き
な
池
で
見

つ
け
や
す
く
、
市
内
で
は
西
平
山

に
あ
る
さ
い
か
ち
堰
が
お
す
す
め

で
す
。
池
の
中
の
倒
木
の
上
で
思

い
思
い
の
恰
好
で
休
み
、
時
に
場

所
取
り
の
た
め
に
押
し
あ
う
姿
を
、

の
ん
び
り
観
察
す
る
の
も
楽
し
い

で
す
よ
。
一
方
で
、
圧
倒
的
な
外

来
種
の
カ
メ
の
多
さ
に
複
雑
な
気

持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

全
て
ペ
ッ
ト
が
捨
て
ら
れ
た
り
逃

げ
出
し
た
り
し
た
の
が
元
で
す
。

数
十
年
は
生
き
る
と
さ
れ
る
カ
メ

を
飼
育
す
る
に
は
、
長
年
を
共
に

過
ご
す
覚
悟
も
必
要
で
す
。

文
・
写
真
日
野
の
自
然
を
守
る
会

片
山

敦

今
号
で
は
初
め
て
「
身
近
な
水

環
境
の
全
国
一
斉
調
査
」
に
つ
い

て
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
実
は

こ
の
調
査
に
は
日
野
市
環
境
共
生

部
緑
と
清
流
課
と
し
て

10年
以
上

参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
内
を

流
れ
て
い
る
多
摩
川
、
浅
川
、
谷

地
川
で
合
計
４
か
所
に
お
い
て
水

質
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
世
界
環
境
デ
ー
（
６
月
５
日
）

に
合
わ
せ
て
そ
の
前
後
の
日
程
で

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
晴
天
の
日

に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
中

の
気
温
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
私
に
と
っ

て
は
水
の
綺
麗
さ
と
同
時
に
夏
の

訪
れ
を
感
じ
る
一
つ
の
風
物
詩
で

す
。一
斉
調
査
に
は
、
参
加
申
し
込

み
を
す
る
こ
と
で
調
査
キ
ッ
ト
が

送
ら
れ
て
き
て
、
個
人
で
も
団
体

で
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
年
度
か
ら
皆
さ

ま
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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（さいかち堰）
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すすめ
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ニホンイシガメ（程久保川）
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